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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

平
成
29
年
度
総
会
を
開
催

こ
の
た
び
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
神
奈
川
県
議
会
議
長

の
佐
藤
光
で
す
。
北
方
領
土
の

返
還
に
向
け
て
、
皆
様
方
と
と

も
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

戦
後
七
十
年
以
上
が
過
ぎ
る

中
で
、
昨
年
は
日
ロ
首
脳
会
議

で
北
方
領
土
で
の
共
同
経
済
活

動
の
協
議
開
始
が
合
意
さ
れ
る

な
ど
の
動
き
も
あ
り
、
私
も
大

き
な
期
待
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
う
し
た
動
き
の
一

方
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
北

方
領
土
を
返
還
し
た
場
合
、
日

米
安
全
保
障
条
約
の
適
用
対
象

に
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
表
明

す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
、
大

統
領
の
一
言
で
一
進
一
退
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

だ
と
思
い
ま
す
。

領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
他

国
で
の
事
案
を
見
て
も
、
様
々

な
難
し
い
課
題
を
抱
え
、
そ
の

解
決
へ
の
道
の
り
は
困
難
を
極

め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
が
い
つ
ま
で
も
手
を
こ
ま

ね
い
て
待
っ
て
い
た
の
で
は
一

歩
も
前
進
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

私
ど
も
地
方
議
会
と
し
て
、

民
間
の
皆
様
に
何
か
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
少
し
で

も
領
土
返
還
に
向
け
て
歩
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
と
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
国

と
国
と
の
間
で
は
様
々
な
問
題

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

民
間
の
方
々
同
士
で
は
、
神
奈

川
に
お
住
ま
い
の
ロ
シ
ア
の
人

た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
交
流
を
し

て
み
る
と
い
う
の
も
、
ひ
と
つ

の
取
組
み
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
と
台
湾
と
の

間
で
は
、
現
在
、
国
同
士
で
の

正
式
な
国
交
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
民
間
レ
ベ
ル
で
は
大
変
親

密
な
関
係
に
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
の
際
に
は
、
緊
急
援
助
隊

の
派
遣
を
は
じ
め
、
多
額
の
義

捐
金
な
ど
、
日
本
人
に
と
っ
て

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
大
き

な
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

私
た
ち
県
民
会
議
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
国
の
外
交
交
渉
を

支
え
る
た
め
、
ロ
シ
ア
と
の
民

間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
と
い
っ
た

こ
と
も
模
索
し
な
が
ら
、
世
論

を
盛
り
上
げ
、
県
民
の
皆
様
へ

の
周
知
を
図
り
、
こ
の
運
動
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
二
十
日（
木
）午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、
横
浜
市
中
区
山
下
町

の「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」三
階
会
議
室「
い
ち
ょ
う
」に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
後
三
時
三
十
分
、
霜
尾
事

務
局
次
長
（
神
奈
川
県
県
民
局

総
務
室 

企
画
調
整
担
当
課
長
）

に
よ
る
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

白
石
副
会
長
（
日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
神
奈
川
県
連
合
会 

顧
問
）
が
議
長
と
し
て
会
議
を

進
行
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
会
長
に
は
、
選
出

母
体
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
前

神
奈
川
県
議
会
議
長
の
森
正
明

新
会
長
に
佐
藤 

光
県
議
会
議
長
を
選
任

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

�

神
奈
川
県
議
会
議
長　
　

佐
藤
　
光
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氏
に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会
で

新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長
に

就
任
し
た
佐
藤
光
氏
を
選
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
及

び
選
出
母
体
の
役
員
の
改
選
等

に
よ
り
、
平
成
29
年
度
役
員
名

簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
役
員

を
選
出（
再
任
）し
ま
し
た
。

次
い
で
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
第
三

号
議
案
平
成
二
十
八
年
度
収
支

決
算
、
第
四
号
議
案
平
成
二
十

九
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
第

五
号
議
案
平
成
二
十
九
年
度
収

支
予
算
（
案
）
を
全
会
一
致
で

承
認
し
ま
し
た
。

◇
佐
藤
　
光
　
会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
茅
ヶ

崎
市
選
出
）。
平
成
十
一
年
に

初
当
選
以
来
、
五
期
当
選
。

こ
の
間
、
産
業
振
興
特
別
委

員
会
、防
災
警
察
常
任
委
員
会
、

安
全
安
心
推
進
特
別
委
員
会
、

総
務
政
策
常
任
委
員
会
、
予
算

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の

各
委
員
長
及
び
自
由
民
主
党
神

奈
川
県
議
会
議
員
団
団
長
を
歴

任
。平

成
二
十
九
年
五
月
、
神
奈

川
県
議
会
議
長
に
就
任
。
神
奈

川
県
出
身
。
四
十
八
歳
。

今
年
の
県
民
会
議
総
会
で

は
、「
北
方
領
土
問
題
が
一
向

に
進
展
し
な
い
、
ロ
シ
ア
と
の

平
和
条
約
の
締
結
に
つ
き
経
済

問
題
が
先
行
し
て
ロ
シ
ア
に
利

用
さ
れ
て
い
る
」と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
十

五
日
、
十
六
日
に
プ
ー
チ
ン
・

ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
が
山
口
県

長
門
市
及
び
東
京
を
訪
問
し
ま

し
た
。
外
務
省
資
料
一
部
要
旨

を
以
下
引
用
し
ま
す
。
一
、
安

倍
晋
三
総
理
大
臣
と
プ
ー
チ
ン

大
統
領
は
、
択
捉
島
、
国
後
島
、

色
丹
島
及
び
歯
舞
群
島
に
お
け

る
日
本
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
共
同

経
済
活
動
に
関
す
る
協
議
を
開

始
す
る
こ
と
が
、
平
和
条
約
の

締
結
に
向
け
た
重
要
な
一
歩
に

な
り
得
る
と
相
互
理
解
に
達
し

た
。
二
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣

と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
関
係

省
庁
に
、
漁
業
、
海
面
養
殖
、

観
光
、
医
療
、
環
境
そ
の
他
の

分
野
を
含
み
得
る
上
記
一
に
言

及
さ
れ
た
共
同
経
済
活
動
の
条

件
、
形
態
及
び
分
野
の
調
整
の

諸
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
開
始

す
る
よ
う
指
示
す
る
。
三
、
日

露
双
方
は
、
そ
の
協
議
に
お
い

て
，
経
済
的
に
意
義
の
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
成
に
努
め

る
。
調
整
さ
れ
た
経
済
活
動
の

分
野
に
応
じ
、
そ
の
た
め
の
国

際
約
束
の
締
結
を
含
む
そ
の
実

施
の
た
め
の
然
る
べ
き
法
的
基

盤
の
諸
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。

四
、
日
露
双
方
は
、
こ
の
声
明

及
び
こ
の
声
明
に
基
づ
き
達
成

さ
れ
る
共
同
経
済
活
動
の
調
整

に
関
す
る
い
か
な
る
合
意
も
、

ま
た
共
同
経
済
活
動
の
実
施

も
、
平
和
条
約
問
題
に
関
す
る

日
本
国
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
の
立

場
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
立
脚
す
る
。
五
、
両
首
脳

は
、
上
記
の
諸
島
に
お
け
る
共

同
経
済
活
動
に
関
す
る
交
渉
を

進
め
る
こ
と
に
合
意
し
、ま
た
、

平
和
条
約
問
題
を
解
決
す
る
自

ら
の
真
摯
な
決
意
を
表
明
し
た
。

そ
の
他
、
今
後
高
齢
化
し
た

元
島
民
の
自
由
な
帰
島
な
ど
の

協
議
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
、日
本
国
政
府
に
お
い
て
は
、

経
済
が
先
行
せ
ず
我
が
国
に
と

っ
て
解
り
易
い
進
展
・
解
決
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
我
々
県
民
会

議
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
多

く
の
県
民
や
教
育
者
会
議
を
も

と
に
し
た
若
年
層
へ
の
一
層
の

領
土
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
、

返
還
要
求
を
言
い
続
け
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。�

（
綾
井
）
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北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
、
粘
り
強
い
取
組
み
が

必
要
で
あ
り
、
次
代
を
担
う
青

少
年
へ
の
啓
発
や
、
返
還
要
求

運
動
の
後
継
者
を
育
成
す
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
学

校
教
育
に
お
け
る
教
育
者
が
果

た
す
役
割
が
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
く
る
認
識
の
も

と
、
北
方
領
土
教
育
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
、
独
立
行
政

法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

で
は「
北
方
領
土
問
題
教
育
者

会
議
」の
設
置
を
進
め
て
お
り
、

平
成
二
十
九
年
四
月
現
在
で
四

十
四
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
に
設
立
さ
れ

た
神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教

育
者
会
議
は
、
独
立
行
政
法
人

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
が
主

催
す
る
研
修
会
の
参
加
経
験
者

や
、
主
旨
に
賛
同
す
る
教
育
関

係
者
の
六
十
五
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

主
な
取
組
み
と
し
て
は
、
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
や
視
察
事
業
な

ど
を
行
い
、
県
内
の
中
学
校
や

高
校
の
生
徒
達
に
対
す
る
啓
発

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

○
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

北
方
領
土
問
題
を
正
し
く
理

解
し
、
関
心
を
呼
び
起
こ
す
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
県
内
の
中

学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
学
校
ご
と
に
ま
と
め
て
提

出
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
審
査

を
行
い
、
入
賞
者
十
二
名
に
賞

青
少
年
へ
の
啓
発
事
業

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
の
取
組
み

状
と
副
賞
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
六
一
二
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。

例
年
ど
お
り
、
今
年
も
六
月

か
ら
九
月
八
日
ま
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
上
位
十
四
名
を
、
根

室
で
の「
北
方
領
土
青
少
年
等

現
地
視
察
支
援
事
業
」の
研
修

に
招
待
す
る
予
定
で
す
。

○�

北
方
領
土
青
少
年
等
現
地
視

察
支
援
事
業

県
民
会
議
が
主
催
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
教
育
者
会
議
が
主

に
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
事
業

で
す
。

青
少
年
な
ら
び
に
教
育
関
係

者
に
も
北
方
領
土
を
よ
り
深
く

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
北
方

領
土
隣
接
地
域
を
訪
問
し
て
元

島
民
の
話
を
伺
っ
た
り
、
船
に

乗
っ
て
間
近
に
見
え
る
島
を
視

察
し
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
体
験
を
家
族
や
友

人
等
と
分
か
ち
合
っ
て
も
ら

い
、
多
く
の
人
に
北
方
領
土
の

一
日
も
早
い
返
還
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
上
位
入
賞
者
か
ら
選
考

し
、
教
育
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー

が
引
率
し
ま
す
。

ま
た
、
視
察
に
あ
た
り
、
事

業
の
内
容
や
目
的
の
理
解
を
深

め
る
た
め
事
前
研
修
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
・
配
布
や
講
師
を
招
い
て

の
研
修
会
、
北
方
四
島
交
流
訪

問
事
業
へ
の
派
遣
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

元島民の講話（青少年現地視察等支援事業）

春
しゅん

国
くに

岱
たい

原
げん

生
せい

野鳥公園ネイチャーセンター見学（青少年現地視察等支援事業）
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http://www.hoppoukanagawa.jp/kyouiku/  

北方領土に関する中高生の作文を募集中！ 
コンクール上位者には賞状／図書券を進呈！ 
優秀者には北方領土を見学できるチャンスも！ 神奈川県北方領土問題教育者会議 事務局:〒231-0023 横浜市中区山下町24-1  

1938年 （昭和13年） 
 の教科書よ

り。カムチャッカまでの千島列島は
全て当時の日本領となっています。
翌1939年、第二次世界大戦が勃発。
この年生まれた人は、今年79歳｡ 

1955年  （昭和30 
  年）の教

科書。表紙の地図には北方領土
も、1945年以降アメリカが統治
した沖縄も描かれていません。
この年生まれた人は､今年62歳｡ 

1966年 （昭和41 
 年）の教

科書。千島列島には国境線が書
かれておらず、様々な意見が
あった国内情勢を窺わせます。
この年生まれた人は､今年51歳｡ 

1973年 （昭和48 
 年）の教

科書。国境線が追加され国後･
択捉の日本帰属を主張していま
す。1972年には沖縄が返還。
この年生まれた人は､今年44歳｡ 

10年後の北方領土は､どうなっていますか？ 

教
科
書
の
歴
史 

が
伝
え
る
北
方
領
土
。 

1950年 （昭和 
25年）

の教科書。1945年の第二次
世界大戦敗戦を受け、北方領
土は旧･ソ連領（現ロシア）
とされています。この年生ま
れた人は、今年67歳｡ 

※ポスター制作にあたり、参考とさせていただきました。http://ww.ne.jp/asahi/cccp/camera/HoppouRyoudo/index.htm            

こうなっていてほしい（希望）、こうなっているのではないか（予測）、こうあるためこうすべきだ（意見）…なんでもけっこうです！ 

2017年度 
中高生作文
コンクール
公式テーマ 

くなしり 
・ 

えとろふ 

ちしま 

うかが 

ぼっぱつ 

えとろふ 

編
集
後
記

◇
森
正
明
前
会
長
、
一
年
間
御
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に

森
会
長
に
は
、
県
議
会
議
長
と
し
て

極
め
て
お
忙
し
い
な
か
、
北
方
領
土

視
察
研
修
に
初
め
て
御
参
加
い
た

だ
き
、
北
方
領
土
を
間
近
に
視
察
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
佐
藤
光
新

議
長
に
県
民
会
議
会
長
就
任
の
お

願
い
に
、
白
石
俊
雄
副
会
長
、
阿
部

嘉
弘
事
務
局
長
と
共
に
お
伺
い
し
、

快
く
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北

方
領
土
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に

運
動
す
る
と
の
心
強
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
年
間
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�（
綾
井
）

目で見る北方領土2017の御案内
（視察研修事業）

期　　　　日：平成29年10月17日（火）～19日（木）
参　 加　 費：85,200円
視察予定地：	海上からの北方領土視察、納沙布岬、	

北方館、北方四島交流センターほか
最小催行人数：15名
申込み締切：平成29年9月15日（金）

今年も「海上から見る北方領土」として、国後島クル
ーズを行います。ぜひ、御参加ください（参加申込は
各団体を通じてお願いします）。

第33回 北方領土返還要求運動
神奈川県民大会

日時：平成29年11月20日（月）　18時～19時45分
場所：横浜情報文化センター　情文ホール
内容：記念講演、北方四島交流訪問事業報告ほか
（予定）

皆様、ふるって御参加ください。

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者
会
議
で
は
、

�

今
年
も
中
高
生
か
ら
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

「北方領土に関する作文コンクール」を今年も実施します。
会員の皆様方の周りの青少年にも、応募のはたらきかけを是非お願いします。

テーマは「北方領土に関すること」で題目は自由です。
締切りは平成29年9月8日（金）までです。

詳しくは、県民会議ホームページ
（http://www.hoppoukanagawa.jp/kyouiku.htm）を御覧ください。


